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マイクロRNAユーザーフォーラム設立の目的

①miRNA発現データベース

②miRNA診断マーカー

③臨床現場での使用に向けた検査システム

成果を出来るだけ多くの
企業に活用頂き、企業

活動や技術基盤の強化
に役立てて頂く

プロジェクトの成果
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ユーザーフォーラムの活動

③フォーラム会員が特定の成果に興味がある場合には、
事務局が仲介役となり、更に詳細な情報提供を行い、
企業における成果の活用や事業化を推進する

① 研究開発成果をフォーラム会員に速やかに情報提供する
（プロジェクト フォーラム会員）

②企業側ニーズをプロジェクトでの研究開発に反映させる
（プロジェクト フォーラム会員）
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情報提供Ⅰ

定期的な報告会の開催

年3回程度開催 （原則 6月、10月、2月頃）

研究開発状況及び今後の計画について
がん１３種及び認知症についての検体の処理状況
診断マーカー同定の状況

報告会ではNon Confidential情報のみを提供

プロジェクトリーダ及び共同研究先のアカデミア
からの報告
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情報提供Ⅱ

ユーザーフォーラムのホームページの開設

一般向けページ
プロジェクト概要
ユーザーフォーラムの紹介等

フォーラム会員向けページ
最新の研究開発状況
miRNAに関する最新技術紹介（学会発表スライドなど）

ホームページ開設の予定
URL予定 www.microrna.jp
27年１月末オープン予定
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プロジェクト成果の橋渡し

第一段階 第二段階 第三段階

希望内容
（匿名化）

詳細な
情報

詳細な情報
提供の希望

覚書の締結
詳細な情報
の提供

共同研究
契約

成果活用
事業化

研究開発機関

報告会
ホームページ

フォーラム
事務局

研究開発機関 研究開発機関

フォーラム
会員企業

フォーラム
会員企業

フォーラム
会員企業

Non-Confidential
情報

臨床情報及び
サンプル等の
提供

発現プロファイル
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知財の取り扱い

診断マーカー遺伝子等の知財は出来るだけ早期に特許
出願し、関連特許も含めて充分な知財確保を図る。

ユーザーフォーラムにて提供した情報から派生した知財
の取り扱いは個別に研究機関と協議して決定。

ユーザーフォーラムでの特許情報開示は原則として特許
公開後に行う予定。
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第二段階でのコンフィデンシャル情報の開示についても、
知財確保の観点から開示時期は調整させて頂く。



ユーザーフォーラムの運営

事務局
バイオ産業情報化コンソーシアム（JBIC）内に設置

事務局の運営は、JBIC及びバイオチップコンソーシアム
（JMAC）が協力して実施

運営委員会

プロジェクトリーダ、NEDO、JBIC、JMAC
（オブザーバ：経済産業省）

ユーザーフォーラムの運営はNEDOプロジェクトの
一環として実施
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企業側ニーズのフィードバック

事務局がフォーラム会員企業を個別に訪問して
ヒアリングを行い、企業のニーズを吸い上げ、
その結果をまとめて開発機関にフィードバック

どのような疾患分野の診断マーカーに興味が
あるのか？

miRNA発現データベース構築に対する要望

ユーザーフォーラムで提供して欲しい情報
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ユーザーフォーラム会員のメリット

プロジェクトでどのような成果が出ているかの情報
を早期に入手することができる
定期的に開催される報告会
ユーザーフォーラムのホームページ

詳細な情報の提供をフォーラム事務局経由で依頼
することができる

プロジェクトでの研究開発の進め方等について、
企業側のニーズを出すことができる
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会員対象企業

プロジェクトの研究成果に関心を持ち、その成果を自社の企業
活動に活用したいと考えている企業

フォーラムへの入会

入会金及び年会費 ： なし
入会申込み締切 ： なし （随時申込み受付け）

入会申込書を事務局に提出し、運営委員会で入会審査を行い、
入会承認後に入会通知書を送付します
入会申込書は下記のJBICホームページからも入手可能
http://www.jbic.or.jp/enterprise/developer/018.html
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会員の責務
フォーラム活動に積極的に参加するとともに、企業側のニーズ
を事務局にフィードバックして頂く



フォーラム入会申込書

12


